
サテライト
企画展
開催決定！！

主催／光村印刷株式会社
協力／真言宗御室派総本山仁和寺、読売新聞東京本社、株式会社修護
 株式会社松鶴堂、東芝映像ソリューション株式会社

入場料／無料
11: 00 ̶19 :00

（光村印刷株式会社本社1階）

（土曜日は18：00まで）

仁和寺と御室派の
みほとけ展 in 大崎

“
“ちょこっと体感



・国宝「孔雀明王像」
 をもとにした世界最大・
　 最多色の木版画が見られる！
・国宝「三十帖冊子」の
 構造レプリカに触れられる！
　　・宸殿上段の間の華やかな
 雰囲気を味わえる！

　光村印刷は、企業理念でもある“ともにつくり、ともに伝える。”
の一環として各種の文化支援活動を行っています。このたび東京
国立博物館、真言宗御室派総本山仁和寺、読売新聞社主催の
特別展「仁和寺と御室派のみほとけ―天平と真言密教の名宝
―」への協賛にあたり、弊社本社ビルに併設いたします光村グラ
フィック・ギャラリー（ＭＧＧ）におきまして、サテライト企画
「ちょこっと体感　仁和寺と御室派のみほとけ展 in 大崎」を
開催することとなりました。
　当展は、印刷の原点である「複製」をコンセプトに仁和寺の
名宝の中から３つを複製展示し、見て、触って親しめる体験型
の展覧会です。弊社の創業者・光村利藻が明治37年に挑戦した、
世界最大・最多色の木版画といわれる「孔雀明王像木版画」※１

（展示はその時の版木を使って摺った平成版）。日本最古の冊
子である国宝「三十帖冊子」※２のうち第十四帖の構造レプリカ。
そして、仁和寺宸殿上段の間を飾る原在泉画伯による華やかな
「桜花」襖絵の原寸サイズ複製画。普段は間近で見られない名
宝も、複製なればこそ、気軽に楽しんでいただけることでしょう。
　ぜひ、この機会にご高覧ください。

※１：上左図は密教修法の孔雀経法を修する際の本尊画像。現存作例
の乏しい、中国・北宋時代に制作されたきわめて貴重な仏画。美の再
現をめざした創業者・光村利藻は明治37年、外務省の依頼により写真
製版・印刷技術を応用した木版画「孔雀明王像」をセントルイス万博に
出展し、名誉金牌を受賞。その後、光村印刷創業90周年事業として、
当時の版木を使った平成版が再摺りされ大きな反響を得る。仁和
寺、東京国立博物館への寄贈品など全16枚という貴重な木版画。

割引
引換券

特別展
「仁和寺と御室派のみほとけ」

＊本券に上記観覧料より100円引いた料金を添え、正門チケット売り場で観覧券と引換の上、ご入場ください。＊会期中1枚につき、1人1回限り有効。他の割引との併用はできません。

国宝  孔雀明王像  中国・北宋時代
京都・仁和寺蔵

孔雀明王像  木版画  平成三年（1991）
光村印刷蔵

桜花  原在泉画  大正二年（1913） 京都・仁和寺  宸殿上段の間

国宝  三十帖冊子  空海ほか筆  平安時代・九世紀  第十四帖
京都・仁和寺蔵

　三十帖冊子　構造レプリカ

〒141-8567　東京都品川区大崎1-15-9 光村ビル1F
TEL .03-3492-1181(光村印刷代表)

（MGG）
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※２：弘法大師・空海（774-835）ゆかりの名宝。
空海が中国で書写して持ち帰り、真言密教の秘書
として伝わる。空海と同じく「三筆」と称される橘逸勢の
書も含まれると考えられ、書道史上も重要な作品。

でっちょうそう

たちばなのはやなり

本の装訂としてもわが国最古の粘葉装の冊子本の
遺品であり、当初の姿をとどめていることは奇跡的
といわれる。当展では、三十帖のうちの第十四帖
の構造レプリカを展示。

仁和寺と御室派のみほとけ展
in大崎

“

“ちょこっと体感

絶賛開催中！2月14日（水）より後期展示


